
日本学術会議　北海道地区会議　学術講演会
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令和３年11月3日
　　　　 13:30～17:00

飯島　　渉（日本学術会議連携会員、青山学院大学文学部教授）
　「感染症をめぐる資料をどう残すか？」
詫摩　佳代（東京都立大学法学部教授）
　「新型コロナとグローバルヘルスガバナンスの課題」
　　※事前収録によるビデオ講演

川村　秀憲（北海道大学大学院情報科学研究院教授）
　「ポストコロナ社会に向けて ―人工知能最前線と応用事例―」
萩田　紀博（日本学術会議第三部会員、大阪芸術大学芸術学部アートサイエンス学科教授）
　「ポストコロナ社会の行動様式を変革するサイバネティックアバターとは？
　 ―ムーンショット目標1がめざす未来社会―」
座　　  長： 宇山　智彦（日本学術会議第一部会員、北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター教授）
パネリスト： 飯島　　渉、  川村　秀憲、  萩田　紀博、 
　　　　　 宮崎　千穂（北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター非常勤研究員）
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オンライン開催

事前参加申込制
どなたでも参加いただけます

《開会挨拶》
《講　　演》

《総合討論》

大場みち子（日本学術会議第三部会員、公立はこだて未来大学教授）《司会進行》
《閉会挨拶》

※新型コロナウイルス感染症の状況次第では、延期、中止又は開催方法の変更等の措置をとる場合があります。

申込方法
参加を希望される方は、11月1日（月）までに下記URL
又は右のQRコードより申込みをお願いします。
（定員となり次第、受付は終了します。）

https://hokudai.webex.com/hokudai/onstage/g.php?
MTID=e6c34162111e39fcc2cc1ddf4b76140fb

主　催 ／ 日本学術会議北海道地区会議、北海道大学

日本学術会議　北海道地区会議事務局
（北海道大学　研究推進部　研究振興企画課内）
Tel： 011-706-2155・2166／Fax： 011-706-4873
e-mail： suishin＊general.hokudai.ac.jp
（上記mailアドレスの＊マークを＠に変えてお送りください。）

参加費無料

開催日時

プログラム

お問い合わせ先

水祝


